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令和２年度 第１回 上牧町第６期障がい福祉計画策定委員会 

議事録 

 

開 催 日 時 令和 2年 7月 15日（水）午後 2時 00分開会～午後 3時 19分閉会 

開 催 場 所 2000年会館 ２階 会議室１・２ 

委 員 長 渡邉委員 

出 席 者 

横澤委員、渡邉委員、竹原委員、大前委員、小嶋委員、植村委員、 

山田（全）委員、藤山委員、中野委員、黒松委員、山田（綮）委員 

（以上 11名） 

欠 席 者 大山委員、西村委員 

議 題 

１．開会 

２．委員委嘱 

３．町長挨拶 

４．委員紹介 

５．委員長及び副委員長の選出 

６．議事 

 （１）障がい福祉計画の概要について 

 （２）上牧町の障がい者の状況について 

 （３）第５期障がい福祉計画の取り組み状況について 

 （４）その他 

７．閉会 

資 料 

○第１回 上牧町第６期障がい福祉計画策定委員会次第 

○令和２年度 上牧町第６期障がい福祉計画策定委員会委員名簿 

（資料１）計画の概要 

（資料２）上牧町障がい福祉計画（第６期）策定のための関係団体ヒア

リングシート（案） 

（別紙１）障がい福祉計画の成果目標の比較 
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議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 の 要 旨 

 １．開会 

  

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

今中町長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

○開会あいさつ 

 本委員会は上牧町まちづくり基本条例第 33 条第２項の規定により、原則

として公開することとなっています。また、上牧町障がい者福祉計画及び障

がい福祉計画策定委員会規則第５条第２項により、委員の過半数をもって開

催することとされており、本日の出席者は 11 名で定足数に達しております

ので、本日の委員会は成立していることを報告します。 

 

２．委員委嘱 

 

 委嘱状につきましては、今中町長より委員の皆さま一人ひとりにお渡しす

るのが本来ですが、新型コロナウイルス感染防止の観点から委員を代表し

て、上牧町手をつなぐ育成会会長の竹原様にお渡ししたいと思います。 

○今中町長より竹原委員へ委嘱状の交付 

 

３．町長挨拶 

 

〇あいさつ 

 

４．委員紹介 

 

 続いて、委員紹介については新型コロナウイルス感染防止の観点から会議

時間の短縮を図るため、名簿により紹介とさせていただきます。名簿をご確

認ください。 

 なお本日、西和家族会の西村委員から欠席のご連絡をいただいておりま

す。 

 ここで、今中町長はこの後の公務のため退席いたします。 

〇今中町長退席 

 それでは、議事に入る前に配布資料の確認をいたします。 

〇資料確認 

 

５．委員長及び副委員長の選出 

 

 続いて次第５「委員長及び副委員長の選出」ですが、上牧町障がい者福祉
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竹原委員 

 

事務局 

 

委員一同 

 

事務局 

 

 

 

委員一同 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

渡邉委員長 

 

 

 

 

 

渡邉委員長 

 

 

事務局 

 

 

渡邉委員長 

 

 

事務局 

計画策定委員会規則において、委員長及び副委員長を定めることとなってお

ります。委員の皆さま、立候補、ご提案等がございましたらお伺いしたいと

思います。いかがでしょうか。 

 

 事務局一任でよろしいかと思います。 

 

 事務局一人のお声があがりましたが、よろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

 それでは、事務局よりご提案いたします。委員長に民生児童委員協議会会

長の渡邉様、副委員長に西和圏域マネージャーの大前様にお願いしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 

（拍手をもって賛同） 

 

 ありがとうございます。 

 それでは、委員長には渡邉様、副委員長には大前様ということでお願いし

ます。 

 これから先の議事進行につきましては、上牧町障がい者計画及び障がい福

祉計画策定委員会規則第５条第１項の規定により、会議の議長は委員長にお

願いしたいと思います。渡邉委員長、よろしくお願いいたします。 

 

〇あいさつ 

   

６．議事 

 

（１）障がい福祉計画の概要について 

 

 それでは、早速議事に入ります。 

 まず、議題（１）について事務局より説明願います。 

 

〇資料１（１～３ページ）に基づき説明 

〇別紙１に基づき説明 

 

 ただいまの説明について、ご質問はありますか。 

 資料１については、今の説明ですか。 

 

 次が、同じ資料１の中の「障がい者の状況について」の説明に入っていき
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竹原委員 

 

 

渡邉委員長 

 

事務局 

 

 

 

竹原委員 

 

渡邉委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

渡邉委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

渡邉委員長 

ます。 

 

 第５期と第６期の計画の数値が全体的に低くなっているのですが、それは

どういう理由からでしょうか。 

 

 目標値が少し違っている。 

 

 例えば、実際の全国的な実績に基づき国があまり目標値に達していないこ

とを勘案し、それぞれの数値を新たに設定しています。地域移行に関しても

目標以上に進めない現状があると考えています。 

 

 わかりました。 

 

 他にございませんか。 

 それでは、次に移ります。 

 

（２）上牧町の障がい者の状況について 

 

〇資料の修正点について説明 

〇資料１（４～９ページ）に基づき説明 

 

 ご質問はありますか。 

 私からいいですか。例えば６ページの「精神障がい者保健福祉手帳所持者

数」、その上の「療育手帳所持者数」の分母は、どのぐらいになるのですか。

例えば下のほうであれば、18～64歳は 215人で多いように思いますが、他の

データから分母は私の計算では 11,970 人です。その中で 215 人ということ

は単純計算で 1.8％、その上の 18歳未満は 0.3％、65歳以上は 1.8％になり

ます。精神障がい者の場合は、18～64歳が他のところより多いように思いま

す。そのあたり、何か分析なりしていかないといけないのではないか。その

上の療育手帳の所持者数は、18歳未満が 2.6％になる。もっと高齢者が多く

なってくるのではないか。実数をあてはめるのではなく、どこの層が多いの

かを調べて、何らかの知見が必要ではないかと思いますが。いかがでしょう

か。 

 

 委員長がおっしゃったように、昨年、西和７町だけで人口比率でみて分析

をしました。上牧町は西和７町の中で精神手帳の方の割合が一番多かったで

す。比率等も含めてまたお示しするように検討したいと思います。 

 

 どのあたりが多いのか。社会情勢によって変わってくるのか、知っておく
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藤山委員 

 

 

 

 

事務局 

 

渡邉委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

渡邉委員長 

 

小嶋委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

渡邉委員長 

 

 

事務局 

 

 

渡邉委員長 

 

事務局 

 

山田委員 

必要があると思います。 

 他にご質問はありませんか。 

 

 表の項目が違いますよね。［２］［３］は療育手帳、障がい者手帳の所持者

数で、これは現時点での実数が示されていて、［４］は過去３年間の経年変

化の表になっています。前段の［１］［２］［３］について、過去の推移を載

せられなかったのは何か意図があるのでしょうか。 

 

 骨子案のほうでは経年で掲載する予定です。 

 

 他にご質問はありませんか。 

 それでは、次に移ります。 

 

（３）第５期障がい福祉計画の取り組み状況について 

 

〇資料１（10～31ページ）に基づき説明 

 

 ご質問はありますか。 

 

 利用実績の表の見方で質問したいと思います。例えば 19 ページの訪問系

サービスの居宅介護だと、2018 年度の人の計画値が 47、実績が 48、時間の

計画が 668、実績が 836 とあります。実績値は障がい福祉サービスの受給者

証で居宅介護の支給決定をしている人が 48 時間で、その中の方々の合計が

836時間という認識でよろしいでしょうか。 

 

 実績人数については実人数で、時間については実際に利用された時間数に

なっております。 

  

 他にございませんか。 

 第５期の利用実績等を踏まえて、第６期を作っていくわけですよね。 

 

 委員長のおっしゃるとおりです。この実績を踏まえて、第６期のサービス

の見込み量を考えていきます。 

 

 例えば、切り離すようなものはないのですか。 

 

 実績に基づいて次の第６期は考えていきます。 

 

 13ページの「地域生活支援拠点等の整備」に、第５期は「～目標の達成に
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

山田委員 

 

 

事務局 

 

 

 

山田委員 

 

 

渡邉委員長 

 

竹原委員 

 

渡邉委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

渡邉委員長 

 

 

 

向けて協議を進めています。」とあります。この文章から部分的に達成する

ところに向けて協議をしていると読んだのですが、別紙１では「令和２年度

末までに１つ」となっています。それなのに第６期の障がい福祉計画は、既

にできているものでそれを充実すると書かれています。そういうことでこの

計画は良いのかと思いましたが、いかがなものですか。 

 

 地域生活支援拠点等の整備につきましては、西和７町で整備を目指し、予

算措置も含めて令和２年９月までには整備という目標で進めてはいたので

すが、７町の圏域というところと、先進地を視察させてもらって人が大事だ

という気づきもたくさんありました。新型コロナの影響で７町の協議がスト

ップしている段階ではありますが、国の指針では令和２年度末までに整備、

次はその整備したものに対する検証をするとなっています。令和２年度末ま

での整備に向けては進めていきたいと考えています。 

 

 そこまで目標を達成していないのに、第６期の計画自体を既に達成してよ

り充実するとして作るものなのですか。 

  

 国の指針では地域生活支援拠点等については少なくとも１つ以上整備と

ありますので、西和７町でも協議を進めていきながら次期計画の目標設定に

ついては検討していきます。 

 

 難しいのはすごくよくわかりますが、計画自体をどういうふうに作るのか

疑問に思いましたので。 

 

 他にご質問はありますか。 

 

 西和７町で力を入れていただきたいと思います。お願いです。 

 

 他にございませんか。 

 それでは、次に移ります。 

 

（４）その他 

 

〇資料２（関係団体ヒアリングシート案）に基づき説明 

 

 現時点で設問についてご質問はありますか。 

 それでは、総合的に今までの全てについてご質問、ご意見があればお願い

します。 
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山田委員 

 

 

 

 

 

渡邉委員長 

 

青山部長 

 

渡邉委員長 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 質問と言うかお願いです。コロナ対応で非常に会場が広いので、座席表を

作って配っていただけたらということと、発言者が自分の役職や立場を言っ

てから発言しないと、どういう立場の人かわからない。それと、事務局でお

名前とお顔が一致しない方がいることと、事務局以外の方がお一人いらっし

ゃる。どなたか教えていただけますか。 

 

 青山部長、一言ごあいさつをお願いします。 

 

〇あいさつ、事務局職員及び委託業者紹介 

 

 他にございませんか。 

 なければ、事務局にお返しいたします。 

 

〇スケジュールについて、資料１（32ページ）に基づき説明 

 

 これで第１回の委員会を終了します。本日はご苦労さまでした。 

 

７．閉会 

 

 


